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定義

定義
方程式とは以下のものである ：

但し、



そこで、 、 として

が偶数の時

が奇数の時

が偶数の時

が奇数の時

と定義する。



更に、 方程式の値の補集合を、

方程式の値の補集合を、

と定義する。



問題の由来

２つの 方程式は平面代数曲線の双有理不変量の研究の
中で飯高教授により新しく導入された。

例１

の時

となるから、



この時の補集合は、

であり、基数は 個、最大値は である。

例

の時

となるから、



この時の補集合は、

であり、基数は 個、最大値は である。



目的

二つの方程式

についての考察をおこなう．

を用いて計算し グラフを描いて
方程式の関連性及び 方程式の値の補集合の関係

を調べる．



検証

を利用して， とその基数、最大値を計算させ、
座標を ， 座標を基数の値として，グラフを描かせる．



のグラフ



のグラフ



のグラフ



のグラフ



奇数における の基数とその最大値の表





偶数における の基数とその最大値の表





奇数における の基数とその最大値の表





偶数における の基数とその最大値の表





考察

命題

命題

が偶数の時、 方程式の値の最大公約数は
が奇数の時、 方程式の値の最大公約数は
が偶数の時、 方程式の値の最大公約数は
が奇数の時、 方程式の値の最大公約数は

命題

及び は有限集合である。



予想

得られた表により、

第 式に関しては偶数の時 の時まで、
奇数の時 の時まで、

第 式に関しては偶数の時 の時まで、
奇数の時 の時まで、

確認される。


